
世 界 を 知 る

2025.09.05



自動車関税引き下げへ 日米で合意した投資に関
する文書に署名

•今朝赤沢大臣とﾗﾄﾆｯｸ
商務長官の間で関税に
関する合意文書に署名

•相互関税は15%、自動車
関税も15%が決定

•大統領令も同時に発出

•5500億ﾄﾞﾙについても文
書を作成

•農産物や防衛装備品等
についても言及

アメリカの関税措置をめぐり、赤澤経済再生担当大臣は、
訪問先のワシントンで、ラトニック商務長官とともに、日
米で合意した日本からの投資に関する文書に署名しました。
アメリカ・ホワイトハウスは、トランプ大統領がさきの日
米合意に基づき、自動車などへの25％の追加関税を従来の
税率とあわせて15％に引き下げることなどを盛り込んだ大
統領令に署名したと発表しました。
これに続き、ワシントンを訪問している赤澤経済再生担当
大臣は、日本時間の午前6時すぎにアメリカ商務省に入りま
した。
そして、日本時間の午前7時すぎにラトニック商務長官とと
もに、日米で合意した日本からの投資に関する文書に署名
し、握手を交わしました。
アメリカの関税措置めぐり、日米交渉で合意した自動車へ
の関税引き下げなどは、10回目となる赤澤大臣の今回の訪
米で実現することになります。
また「トランプ大統領にはラトニック商務長官を通じて石
破総理からの親書を渡し『トランプ大統領とともに日米関
係の黄金時代をともに築いていきたい。ぜひ日本に招待し
たい』というメッセージを伝えた」と述べました。



9/1 ｱﾌｶﾞﾆｽﾀﾝで大きな地震が発生

•震源が山岳地帯で
あったため救出活動
が進まない

•現在死亡者2200人以
上といわれる

•ﾀﾘﾊﾞﾝ政権を認めぬ
諸外国の支援が遅れ
る

•WFPは食糧支援発表

•ここにもﾄﾗﾝﾌﾟの影



130年前に作られたﾘｽﾎﾞﾝのｹｰﾌﾞﾙｶｰ
15人死亡 18人けが



3886人

51240人

ｵﾐｸﾛﾝ株から派生
したﾆﾝﾊﾞｽ株が蔓
延中



今年の夏は異常に暑かった
•9/1 気象庁は6～8月の全国平均気温を発表

•明治30年（1898年）の観測以降最も暑い夏だった

•全国平均で2.36℃高い

•東京だけに限ると 1875年8月の平均気温 24.9℃

•1900年 26.1℃ 1950年 26.2℃ 2000年 28.0℃

•2025年 29.6℃

1901～20年

1941～60年

2023年



海面水温の変化 出典 気象庁





長年続いていた黒潮の蛇行

•2017年8月に起こった黒潮の蛇行

•2025年９月に収束したと判断
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自民党総裁選挙はどうなる



石破おろしの波の中で
•9/2 両院議員総会が開催される

•参議院選挙の大敗について党としての見解を発表

•国民の「石破なら変えられる」という期待に応えられ
なかった＞少数与党となり「石破らしさ」出せず

•現時点で物価対策、ｱﾒﾘｶの関税問題、農業問題な
ど山積している課題の対応をしたあとけじめをつける

•党４役（幹事長 政調会長 総務会長 選対委員長）
が辞意を表明＞首相預かり



石破首相の考えの中にあるもの
•首相をやめるべ
きかどうかを判断
する時の指標

•自民党が大敗し
たのは石破首相
一人の問題では
ない

出典 8月19日 朝日新聞



•選挙で負けたのは
明らかな問題で代
表が責任を取るの
は当たり前

•＞旧派閥、若手議
員が集まる

•首の差し替えでは
国民は納得しない

•解散して国民の信
を問うべきだ



自民党総裁選挙の今後
•来週の月曜日に国会議員、都道府県連の意思提出

•この結果総裁選挙を行うかどうかを決定する

•現時点ではどうなるかは不明

•出てくる情報を基にすると総裁選実施の可能性が大

•ﾌﾙｽﾍﾟｯｸで行うのか簡易形式で行うのか

•3年前の岸田氏が選出された総裁選がﾌﾙｽﾍﾟｯｸ

•自民党の総裁選挙の為に政治日程に影響出るのは
いかがなものか



自民党総裁選挙の今後
•8日の結果を見なければ何とも言えない

•現時点でどのような形の総裁選に誰が出てくるか

•石破氏が再挑戦する可能性はあるのか

•調査機関の発表では高市氏が28%と高い

•自民党員だけに限ると小泉氏が高い

•誰が出てくるとしても今後の連立をどうするのかがﾎﾟ
ｲﾝﾄになる

•石破氏は政策毎に各党と協議して行くといっている



自民党総裁選挙が持つ意味
•一時野党に下ったことはあるが、戦後の政治の中心は自民党によ
る政権によって行われてきた

•国会での首班指名によって内閣総理大臣が決定

•自民党総裁だから首相になれるわけではない

•現時点で自民党支持者の右派は参政党などに流れる

•中道で今の自民党に魅力を失った層が国民民主党に流れる

•これだけ注目されている自民党総裁選挙だが国民の政治意識と
は乖離しているといえるのではないか

•それを自民党員がどれだけ捉えて今後の政策につなげるか

•今の経済状態で現金給付や減税が唯一の対策なのか



現在の国情を考えた時にどうする
•総裁選挙のあるなしにもよるが誰が首相としてどのように
政治を牽引していくか

•石破氏が自ら「国民の期待に沿えなかった」といっている

•党内野党といわれた石破首相が自分のやりたいことが出
来ず芯の通った政策を出せなかった

•将来を見越したﾋﾞｼﾞｮﾝをしっかり示さないと身近の不安に
浮足立った国民が自己ﾌｧｰｽﾄになってしまう

•我々一人一人がしっかりした考えと行動力を持たねばなら
ない



対日戦勝記念軍事ﾊﾟﾚｰﾄﾞ





今回のﾊﾟﾚｰﾄﾞを見て
•習近平の権力低下や健康不安説があったがそれを払拭す
るの十分なものであったか

•一時はﾄﾗﾝﾌﾟ大統領も参加といわれたが結果的にはEUの
首脳も参加せず＞分断が鮮明になっている

•習近平の演説＞「世界一流の軍隊建設を加速し、国家の主
権・統一・領土保全を決然と維持保護する」

•ｱﾒﾘｶとの対立軸を考えている

•台湾統一も譲れない目標である

•ただ習近平の力強さはあまり感じられず

•来月の四中全会で主役になれるか？

対立する温家宝氏ら
長老が出席していた



中国の狙い
•9月3日 抗日戦勝記念日＞降伏文書に署名した翌日

•習近平が政権を掌握した後から開始された

•国の力を世界に発信するため

•2015年の時はかなりのｲﾝﾊﾟｸﾄがあった

•今回の目的はｱﾒﾘｶに対抗する軸の中心に中国がいる

•新興国中心26か国の首脳を招待 ＞ﾌﾟｰﾁﾝ氏と金正恩氏

•これらの国に自国の軍事力を見せ武器輸出につなげる

• ICBM 東風61 SLBM 巨浪3 空中発射型のﾐｻｲﾙ 驚雷1

•無人の戦闘車 ﾄﾞﾛｰﾝ 四足歩行ﾛﾎﾞｯﾄ 電子戦対応施設



中露朝の結束をｱﾋﾟｰﾙ
•習近平・ﾌﾟｰﾁﾝ・金正恩が３人並ぶ状況を世界に発信

•中露の連携を強化する方向で確認

•＞短期旅行ﾋﾞｻﾞを免除 ﾛｼｱ人の旅行受入れ

•北朝鮮はロシアと接近し中国と距離を置いた

•＞今回6年ぶりに金正恩が参加した 再接近をｱﾋﾟｰﾙ

•露朝首脳会談

•＞北京で2時間半の会議を行う

•＞ﾛｼｱの為にいかなる援助も厭わない



中国の狙い
•前回の開催費用は215億元（4500億円）

•今回は公表されず

•現在不動産不況と物価上昇等で問題になっている

•こんなﾊﾟﾚｰﾄﾞにお金を使っている場合か？

•南京写真館＞南京大虐殺をﾃｰﾏにした映画

•国民の不満を緩和させる＞反日感情を高める

•国民の関心をそらす目的もあったのではないか



首脳が招かれた

ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ ﾌﾟﾗﾎﾞｳｫ大統領 鳩山由紀夫元首相



ｳｸﾗｲﾅ問題は解決するのか



米ロ首脳会談
•ｱﾗｽｶで行われた米ロ首脳会談

•良い方向に向かっていると言われた

•その後に行われたｾﾞﾚﾝｽｷｰ大統領とﾖｰﾛｯﾊﾟ首脳と
の会談でも前進していえるというように伝えられる

•これに問題はないのか？

•ﾄﾗﾝﾌﾟ大統領は即時停戦しなければさらなる制裁を

•その期限ギリギリで首脳会談



どの様な形で収束していくのか
•表面的には解決する方向に舵を切ったと見える

•ﾄﾗﾝﾌﾟ大統領はそれに満足して更なる経済制裁せず

•ﾄﾗﾝﾌﾟ大統領＞東部2州をﾛｼｱに渡すこと

•＞ｳｸﾗｲﾅはNATOには入れないがそれに近い組織を
作って安全保障を確約

•その内容を文章でまとめて確認することにしている

•東部2州というが他の2州は現状の境界線を維持して
停戦するという＝かなり広い地域を割譲することに



ﾛｼｱ寄りの判断
•2014年にｸﾘﾐﾔ半島を接収

•その後ﾛｼｱ人保護の名目で

ﾄﾞﾝﾊﾞｽ地方を侵略

•2022年ｳｸﾗｲﾅ侵攻

•ﾙﾊﾝｽｸ州は全域占領

•他の3州は一部を占領しきれていない

•現状でｸﾘﾐﾔに補給路を確保できている

•ｳｸﾗｲﾅによりﾄﾞﾈﾂｸ州は強力な要塞で侵攻が進まず

•＞それを現状以上の範囲で割譲を要求している



ﾐｭﾝﾍﾝ会議の失敗を教訓に
•第二次世界大戦前夜の1938年に起きたこと

•ﾁｪｺｽﾛﾊﾞｷｱのｽﾃﾞｰﾃﾝ地方の帰属についての会議

•この地方にはﾄﾞｲﾂ系の住民が多かった

•ﾋﾄﾗｰはそれを理由にﾄﾞｲﾂ領とすべきと主張

•英仏伊独の首脳がﾐｭﾝﾍﾝに集まって会議を行う

• ﾄﾞｲﾂがそれ以上の領土拡大をしないことを条件としてﾋﾄﾗｰ
の主張を容認した＞宥和政策

•しかしﾋﾄﾗｰは更なる領土拡大に踏み切り結果的に大戦勃
発につながった



ﾌﾟｰﾁﾝ大統領の考え方
•ﾄﾗﾝﾌﾟ大統領が対ロ姿勢を強める＞強い制裁を行う

•ﾄﾗﾝﾌﾟ大統領をうまく取り込む

•直接会って自分の意思を伝えることで制裁を回避

•ﾄﾗﾝﾌﾟ大統領は自分の都合の良い内容を発表

•ｾﾞﾚﾝｽｷｰ大統領と直接交渉の場を提供する

•ﾌﾟｰﾁﾝ大統領としては今の状況を変えるつもりなし

•もしｾﾞﾚﾝｽｷｰ大統領と交渉できたしても容認できない条件
を提示する

•ｾﾞﾚﾝｽｷｰ大統領が拒否＞彼が悪い＝だから停戦できない

自分は和平のために努力しているのに悪いのはｾﾞﾚﾝｽｷｰだ



ｲｽﾗｴﾙについて



ガザの映画上映で20分超のスタンディングオベーション。
「パレスチナ解放」のコールも【ヴェネチア国際映画祭】

• ｳﾞｪﾈﾁｱ国際映画祭で上映さ
れたｶﾞｻﾞの少女の物語

•昨年6歳の少女が砲撃を受け
閉じ込められた車から助けを
求める電話をしたが12日後遺
体で発見される

•救出に向かった救急隊員も殺
された

•車には335の銃痕が残る

•助けを求める少女の声を聞か
ずにいられるのか

•上映後24分間のｽﾀﾝﾃﾞｨﾝｸﾞｵ
ﾍﾞｰｼｮﾝが起きた

イスラエル軍に殺害されたパレスチナ人の少女の実話を基に
した映画「The Voice of Hind Rajab」（ヒンド・ラジャブの
声）が、ヴェネチア国際映画祭でプレミア上映された。
映画が初公開された後、観客たちは約24分間にわたってスタ
ンディングオベーションをし、「パレスチナ解放」の掛け声
を響かせた。
車内から助けを求めていたラジャブさん
この映画は、チュニジア人のカウテール・ベン・ハニアさん
が脚本と監督を務めた。ガザで2024年、6歳の少女ヒンド・ラ
ジャブさんがイスラエル軍に殺害された事件を再現している。
ラジャブさんは、いとこら親族と車でガザ市内から避難して
いたところ、イスラエル軍の砲撃を受けた。
生き残ったラジャブさんは、車内からパレスチナ赤新月社に
電話で助けを求めた。だがその12日後、ラジャブさんは親族
たちと共に遺体で発見された。
NBCなどによると、ラジャブさんを救出するために救急車で
向かった救急隊員2人もイスラエル軍に殺害された。
ロンドンを拠点とする研究団体「Forensic Architecture」は、
アルジャジーラと共同で行った調査の結果、ラジャブさんが
乗っていた車の外装から335個の銃弾痕が見つかったと報告し
ている。



ｲｽﾗｴﾙに対して
•8/27 国連安全保障理事会の14理事国が共同声明

•＞ｶﾞｻﾞの飢饉は直ちに止めなければならない

•国際人道法で飢餓を戦争の武器にすることは禁止

•ｶﾞｻﾞの飢饉は人災である

•ｲｽﾗｴﾙの支援物資搬入制限を撤回するように

•＞ｲｽﾗｴﾙは飢饉に関する報告は捏造であると反論

•＞ｱﾒﾘｶは声明に参加せず＝資料の信頼性がない



国連機関がﾊﾟﾚｽﾁﾅの飢饉認定
• 8/22 IPC(総合的食糧安全保障ﾚﾍﾞﾙ分類）の飢饉検討委員会がｶﾞ
ｻﾞ地区の食糧状況の報告書発表

•北部ｶﾞｻﾞ市とその周辺で飢饉が発生していると認定

•飢饉とは以下の条件を満たした時に認定

•①2人/1万人栄養失調で死亡②20%以上の世帯が食糧不足③子ど
もの30%が急性栄養失調

• ｶﾞｻﾞ地区の約200万人の26%が壊滅的飢饉 54%が人道危機

•今後中部のﾃﾞﾙﾊﾞﾗｰ 南部のﾊﾝﾕﾆｽも9月末には飢饉発生

•来年6月までの5歳未満の子どもの13.2万人が急性栄養失調となり、
うち30%が死亡するﾘｽｸが高い

•調査環境の不十分さから実際はもっと酷いだろう



ｲｽﾗｴﾙの政策について
•国際ｼﾞｪﾉｻｲﾄﾞ研究者協会がｲｽﾗｴﾙのｶﾞｻﾞ攻撃は「大
量虐殺」と指摘

•子どもを含む民間人を意図的に殺害し、水や燃料と
いった生存に必要な物資を奪っている

•＞ｲｽﾗｴﾙに即時停戦を求めた

•国境なき医師団が開戦以降のﾃﾞｰﾀを解析した所

•外傷治療のうち83％が、爆弾や手榴弾などによる

•18%が感染症を併発している

•＞攻撃を即時中止するよう求めた

被害者の多くは婦女子



ｲｽﾗｴﾙの政策
•ｶﾞｻﾞ地区の完全占領を目指す

•ﾊﾏｽを壊滅し人質を奪回するため

•そこに住むﾊﾟﾚｽﾁﾅ人は南に移動させる

•居住用のﾃﾝﾄの搬入を準備

•その為に南部に２か所の支援物資配布所を追加

•ガザ南部に建設すると言ってた人道都市についての
報道が今は確認できず

•政策をいくつも発表するが実情は強硬面が先行



今日現在のｲｽﾗｴﾙ関連事項
•4日 ｲｽﾗｴﾙ軍はｶﾞｻﾞの40%を占領したと発表

•ｶﾞｻﾞに居るﾊﾟﾚｽﾁﾅ人の多くは南部に避難できず

•＞住む場所も食べるものもない状況で移動する気力を
出すことが出来ない

•ﾊﾏｽが人質解放とﾊﾏｽ勢力温存を提案＞ｲｽﾗｴﾙ拒否

•ﾖﾙﾀﾞﾝ川西岸地区の併合を目指す＞ﾊﾟﾚｽﾁﾅ国家承認
に対抗して＝新しい入植地を承認

•ｲｽﾗｴﾙは予備役4万人招集＞戦線拡大に備えて



米、ガザ戦後１０年管理案 リゾート化、住民「自
発的」移住―報道 • ﾄﾗﾝﾌﾟ政権側のｶﾞｻﾞの今後

のﾋﾞｼﾞｮﾝ

• ﾄﾗﾝﾌﾟ大統領のﾘｿﾞｰﾄ化とﾊｲ
ﾃｸ産業の拠点実現

•ﾌﾞﾚｱ氏やｸｼｭﾅｰ氏と協議

• 10年間はｱﾒﾘｶが管理

•住民は他国か制限区域に

•移住には5000ﾄﾞﾙ支給

• 4年間の家賃補助と１年分
の食糧支給

•土地はｱﾊﾟｰﾄ入居権となる

米紙ワシントン・ポストは８月３１日、パレスチナ自治区
ガザの戦後統治について、トランプ米政権が少なくとも１
０年間ガザを管理する案が浮上していると報じた。リゾー
ト地として再開発する計画という。２００万人を超える住
民は、他国か制限区域に「自発的」に移住すると想定して
いる。
ガザに黄金のトランプ像？ 米大統領の動画、「悪趣味」
と波紋
再開発に当たって、ガザから移住するパレスチナ人には

１人当たり５０００ドル（約７３万円）の現金を給付。４
年間の家賃補助と１年分の食料を支給する。土地所有者に
は、ガザに建設されるアパートと引き換える権利を与える
という。
計画案では、戦後のガザを観光リゾート地、ハイテク産

業の拠点として開発する。トランプ大統領は２月、ガザの
戦後復興計画に関し、「中東のリビエラ」と称して地中海
沿岸の保養地のように変貌させる構想を表明。イスラエル
のネタニヤフ首相は賛意を示したが、中東や西欧諸国から
は激しい反発の声が上がった。
トランプ氏は８月２７日、ブレア元英首相や、第１次政

権で中東政策を担った娘婿のクシュナー氏らを交え、ガザ
の戦後統治や食料支援などを協議した。

＞中東のﾘﾋﾞｴﾗ



イスラエル与野党国会議員が来日、ハマス支
配下でのパレスチナ国家承認は「危険」と反対 •ﾊﾟﾚｽﾁﾅ国家承認の流れの

中でｲｽﾗｴﾙの与野党国会議
員が来日

•いかにこの問題が危険かを
力説

•ﾃﾛﾘｽﾄ国家の成立は否定

•飢餓の数はﾊﾏｽが発表して
いるものであてにならない

•200万ｔの支援物資を搬入

•ﾊﾏｽは横取りしている

•ｲｽﾗｴﾙの正当性訴える

ｲｽﾗｴﾙ与党の右派「ﾘｸｰﾄﾞ」の国会議員で、外交防衛委員長
を務めるﾋﾞｽﾑｽ氏と、最大野党「ｲｪｼｭ・ｱﾃｨﾄﾞ」のﾍﾞﾝｱﾘ議員
が来日し、東京都内で産経新聞の取材に応じた。両氏は、ｲ
ｽﾗﾑ原理主義組織ﾊﾏｽがﾊﾟﾚｽﾁﾅ自治区ガザを実効支配する現
状で、ﾊﾟﾚｽﾁﾅを国家として承認するのはｲｽﾗｴﾙにとって危険
だとして、ﾊﾟﾚｽﾁﾅ国家承認に反対する意向を示した。9月
開催の国連総会に向け、ﾌﾗﾝｽやｶﾅﾀﾞなど複数国がﾊﾟﾚｽﾁﾅ国
家承認の意向を示して居る。両氏は8月29日に取材に応じ
た。ﾋﾞｽﾑｽ氏は、ﾊﾏｽは2023年10月のｲｽﾗｴﾙ奇襲以前から、ｲ
ｽﾗｴﾙを標的としたﾃﾛ活動を支援してきたと非難。ﾊﾟﾚｽﾁﾅ国
家承認は「ﾊﾏｽがかかわるﾃﾛ行為に見返りを与えるものだ」
とした上で、「ﾃﾛﾘｽﾄ国家の建設につながり、危険だ」と訴
えた。ﾍﾞﾝｱﾘ氏は、ﾊﾟﾚｽﾁﾅ国家建設によるｲｽﾗｴﾙとの「2国
家共存」について、ﾊﾏｽによるガザの実効支配が続いている
段階で「進めるべき話ではない」と断じた。ｲｽﾗｴﾙとﾊﾏｽの
交戦が続くガザでは飢餓が拡大しているとされる。ﾋﾞｽﾑｽ氏
は、国際機関がガザの飢餓に関して発表している人数など
の情報は「ガザの保健当局であるﾊﾏｽからもたらされるもの
で、当てにならない」として、飢餓の拡大を否定した。ま
た、ｲｽﾗｴﾙはこれまでガザに200万ﾄﾝの援助物資を搬入して
きたと強調。「交戦中にこれほどの人道支援物資を提供し
てきた国は現代史でも例がないだろう」と主張した。



ｲｽﾗｴﾙが危険視するﾊﾟﾚｽﾁﾅ国家承認問題
•7/24 ﾌﾗﾝｽ・ﾏｸﾛﾝ大統領がﾊﾟﾚｽﾁﾅ国家承認を表明

•その後ﾖｰﾛｯﾊﾟ各国でﾊﾟﾚｽﾁﾅ国家承認を表明することに

•その数約150か国 ＞9月下旬の国連総会でこの問題議論

•ｱﾒﾘｶはこの総会に出席するﾊﾟﾚｽﾁﾅ自治政府のｱｯﾊﾞｽ議長
や当局者80人のﾋﾞｻﾞを承認しないと発表

•＞ｱｯﾊﾞｽ議長が国連総会に出席できないことになる

•＞ｱﾒﾘｶは今までﾊﾟﾚｽﾁﾅ関係者の入国を制限していない

•ｲｽﾗｴﾙとの連携を唱えるｱﾒﾘｶにとって正しい行為とする



ﾄﾗﾝﾌﾟ大統領の動向



国際法上では許されない事
•国防省とﾎﾜｲﾄﾊｳｽはｶﾘﾌﾞ海の公海上を航行していた麻薬密輸の
疑いのある船を攻撃した

• ｷﾞｬﾝｸﾞ組織の手配した船である＞乗組員１１名死亡

• ﾄﾚﾝ・ﾃﾞ・ｱﾗｸﾞｱという指定外国ﾃﾛ組織

•国防省は事前に犯罪組織と確認し警告したが従わず

•公海上では航海の自由が認められている

•違法行為があった場合臨検や拿捕はあり得るが直接攻撃はあり得
ない

•＞ﾍﾞﾈｽﾞｴﾗ側は主権侵害であり戦争行為とし反発



ﾊｰﾊﾞｰﾄﾞ大への補助金凍結は「気まぐれ」で違憲…
連邦地裁が交付再開をﾄﾗﾝﾌﾟ政権に命令

•ﾊｰﾊﾞｰﾄﾞ大学への補助
金凍結問題
•大学側は裁判所に告
訴していた
•今回連邦地裁が違憲
であると判断
•恣意的で気まぐれと指
摘した
•大学によっては和解金
を支払う
•政権側は控訴する可
能性大

米連邦地裁は３日、ﾄﾗﾝﾌﾟ政権が反ﾕﾀﾞﾔ主義対策の不備を理由
にﾊｰﾊﾞｰﾄﾞ大への22億ドル（約3300億円）の補助金を凍結した
ことを違憲と判断し、補助金の交付を再開するよう政権に命じ
た。政権は不服として控訴する可能性が高い。
ﾄﾗﾝﾌﾟ大統領は、ﾊﾟﾚｽﾁﾅ自治区ガザを攻撃するｲｽﾗｴﾙに抗議する
学生デモの取り締まり強化を拒否したとして、同大が反ﾕﾀﾞﾔ主
義や「過激な左翼」思想に支配されていると問題視している。
理系分野などの研究に対する補助金の凍結のほか、留学生受け
入れ資格の停止措置などで圧力を強めている。ﾊｰﾊﾞｰﾄﾞ大は4月、
政権の措置を「違憲行為」と主張し、連邦地裁に提訴した。
連邦地裁のｱﾘｿﾝ・ﾊﾞﾛｳｽﾞ判事は３日、政権による補助金凍結を
「 恣意しい 的かつ気まぐれなもの」と指摘し、違憲と結論付
けた。
ﾄﾗﾝﾌﾟ政権は、複数の大学に対し、同様の理由で補助金を凍結
している。ｺﾛﾝﾋﾞｱ大は、政府に計２億2100万ドル（約330億
円）を支払うことなどで合意し、補助金交付が再開されること
になった。
政権はﾊｰﾊﾞｰﾄﾞ大に対しても、金銭の支払いを求める代わり

に和解することを提案したが、両者は折り合わなかった。ﾄﾗﾝ
ﾌﾟ氏は８月２６日の閣議で同大について「非常に悪質だ」と酷
評していた。



ﾄﾗﾝﾌﾟ大統領が止まらない
•ﾛｽｱﾝｾﾞﾙｽに対して州兵を派遣

•ﾜｼﾝﾄﾝに対して州兵を派遣

•次はｼｶｺﾞに対して州兵を派遣するといっている

•全て首長は民主党

• ＞民主党に対しての圧力とみられる

•ｽﾐｿﾆｱﾝ博物館の展示についても圧力をかける

•ﾌﾟﾛﾘｰｸﾞの名称にも圧力をかける

•お店のロゴにも圧力をかける



ﾄﾗﾝﾌﾟ大統領が止まらない
•意識が高すぎると破滅する

•平和の使者と自賛する＞戦争をしてきたのだから

•国防省を戦争省に変更したらどうだ

•＞1947年までは戦争省だった

•その後国防総省（ﾍﾟﾝﾀｺﾞﾝ）に改称

•＞海軍省 陸軍省 航空省 等が入る

•ｼﾋﾞﾘｱﾝｺﾝﾄﾛｰﾙによる非戦・核戦争を起こさないため
の組織になっている



ﾄﾗﾝﾌﾟ大統領が止まらない
•ﾄﾗﾝﾌﾟ大統領が政府機関のあらゆる部分に自分の権
限を拡大しようとしている

•FRBのｸｯｸ理事の解任要求 ＞不正があった



FRBのﾒﾝﾊﾞｰﾄﾗﾝプ

ﾊﾞｲﾃﾞﾝ
ｸｸﾞﾗ‐

ﾊﾞｲﾃﾞﾝ
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